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　わたしたちは、学校や町の中で、また新聞やテレビ、イン
ターネットで、困っている人や苦しんでいる人を見かけること
があります。
　そのとき、あなたの心の中にどんな気持ちが生まれますか？

十字」の人道の心を大切にして、人びとの幸せや世

界の平和のために尽くせる人間になるよう努力する

ことを目的としています。
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青少年赤十字の実践目標とは、
活動するときのねらいのことです。

　自分や自分以外の人たちの心と
体の健康を大切にし、安全な生活を
心がけます。

2.人間として社会のため、人のた
めに尽くす責任を自覚し、実行す
る。〈奉仕〉

3.広く世界の青少年を知り、
なかよく助け合う精神を養う。
〈国際理解・親善〉

　自分が今、他の人のために何がで
きるかを考え、行動します。

　日本の仲間はもちろんのこと、外
国の人やその国のことを正しく理解し
て交流を深め、仲よく助け合います。

幼稚園・保育所・小学校・中学校・高等学校・特
別支援学校等の中にあります。
日本では、約14,400校におよそ349万人の仲間
がいます。世界では2022年現在、192の赤十字
社・赤新月社があり、たくさんの仲間がいます。
指導者は、幼稚園・保育所・学校の先生です。
世界中に広がる赤十字を活用し、国際的な交流
や活動ができます。

特 色 実践目標

１.青少年赤十字

わたしたちの青少年赤十字は
○ 

○ 

○ 
○ 

1.生命と健康を大切にする。
〈健康・安全〉

と く し ょ く  じ っ     せ ん     も く     ひ ょ う

せ い  し ょ う   ね ん  せ き   じ ゅ う   じ せ い  し ょ う   ね ん  せ き   じ ゅ う   じ 　 　 　 　  じ っ   せ ん   も く   ひ ょ う

か つ 　 ど う
 よ う  ち  え ん 　  ほ  い くし ょ 　  し ょ う が っ こう  ち ゅ う が っ こう   こう と う  が っ こう 　 と く

べ つ  し   え ん が っ  こう な ど 　 　 な か

 に っ ぽ ん 　 　 　 　 　や く 　 　 　 　 　 　 　 こう 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ま ん に ん 　 　な か  ま

 　 　 　 　 　 　 　 　   せ  か い 　 　 　 　   　 　 　 　  ねん げん ざ い 　 　 　 　 　   　 せきじゅう じ

 しゃ 　 せ き し ん げ つ しゃ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  な か  ま

 し  ど う  し ゃ 　 　 　 よ う  ち  え ん 　  ほ  い く し ょ   が っ こう     せ ん せ い

 せ  か い じ ゅ う 　 ひ ろ 　 　 　 　 せ き じ ゅ う じ 　 　  か つ よ う 　 　 　 こくさ い て き 　 　 こう り ゅ う

　 　 か つ ど う

      じ  ぶ ん 　 　  じ 　 ぶ ん  い  が い 　 　 ひ と 　 　 　 　 　   こ こ ろ 　

か ら だ    け ん  こう 　 　 た い せ つ 　 　 　 　 　 あ ん ぜ ん 　 　 せ い か つ 　  

こ こ ろ

    じ  ぶ ん 　 　 い ま 　 ほ か 　 　 ひ と 　 　 　 　 　 　 　 　 な に

　 　 　 　      か ん が 　 　   こう ど う

    に っ ぽ ん  　 　 な か  ま 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 が い

こく    ひ と 　 　 　 　 　  く に 　 　 　 　 　 　 　 た だ 　 　 　 　 り  か い

　   こう り ゅ う 　  ふ か 　    な か 　 　 　  た す 　　 あ

 せ い め い 　 　 け ん こう 　 　 た い せ つ

 に ん げ ん 　 　 　 　 　 　 し ゃ  か い 　 　 　 　 　 　 　  ひ と

　 　  つ 　 　 　 　 　 せ き  に ん 　 　  じ  か く 　 　 　  じ っ  こう

　 　  ほ う  し

　 　  ひ ろ 　   せ  か い 　 　 せ い し ょ う ね ん 　 　 し

　 　 　 　 　 　 　 　 た す 　 　  あ 　 　  せ い し ん 　 　 や し な

   こくさ い   り  か い 　 し ん  ぜ ん

 け ん  こう 　 あ ん ぜ ん
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赤十字はアンリー・デュナンという人の考えから生ま
れました。ひとりひとりが自分で考えて行動します。

活動には、おもいやりの心と、自分を生かす知識と
行動できる体が必要です。
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活動には、おもいやりの心と、自分を生かす知識と
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青少年赤十字のおこり

１.青少年赤十字

　青少年赤十字は、1914年（大正３
年）にヨーロッパで起きた第一次世
界大戦がきっかけで生まれました。

　この戦争で、ヨーロッパの人たち
は、家を焼かれたり、学校をこわさ
れたり、殺されたり、けがをしたりし
ました。衣類や食べ物がなくて困っ
ている人もたくさんいました。学校
へも行けませんでした。
　このときアメリカやカナダ、オース
トラリアの子どもたちは、ヨーロッパ
の人たちをなぐさめ、はげますため
に、自分たちでなにかできることは
ないだろうか、と考えました。

　学校の先生と相談して、学校で書
いた作文や絵、学用品を集めまし
た。包帯やつくえ・いすなどを買う
お金も集めました。そして、これらを
赤十字社へ持っていきました。おく
りものは、それぞれの赤十字社に
よって、戦争のぎせいになり困って
いる人たちに届けられ、たいへん喜
ばれました。

　この子どもたちの考えや行動は、
大人の人たちをおどろかせました。
大人もおどろくほど、たくさんのあた
たかい心と生きる勇気をおくること
ができたからです。

　第一次世界大戦が終わると、赤十
字の中に赤十字社連盟（現在の国
際赤十字・赤新月社連盟）がつくら
れました。
　そして、戦争のときだけではなく、
平和なときからみんなが助け合う
活動を進めることにし、その活動に
は子どもも参加できるように考えま
した。平和でお互いが助け合う社会
をつくるには、小さいときから思い
やりの心を身につけることが大切だ
と思ったからです。

　こうして、第一次世界大戦をきっ
かけに生まれた国境をこえた子ども
たちの活動と、平和を願う赤十字の
心が結びついて、各国赤十字社の中
に青少年赤十字がつくられることに
なったのです。1922年（大正11年）
のことでした。
　日本でも、この同じ年に青少年赤
十字が滋賀県の守山小学校にはじ
めて生まれました。

　 せ い 　 　 し ょ う 　 　 ね ん 　 　 せ き 　 　 じ ゅ う 　 　 じ

　 　 せ いしょうね んせ きじゅうじ 　 　 　 　 　 　 　 　    ね ん   た いしょう

ね ん 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お 　 　 　 　  だ い  い ち  じ    せ

か い  た い せ ん 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 う

　 　  だ い い ち  じ    せ  か い  た い せ ん 　 　 　 お 　 　 　 　 　 　 　   せ きじゅう

  じ 　 　 　 な か 　 　 せ きじゅう じ   しゃ   れ ん め い 　  げん  ざ い 　 　  こく

さい  せ きじゅう  じ 　   せ きしん  げ つ  しゃ れ ん め い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 せ んそ う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　         

へ い    わ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    たす 　 　   あ 　 　 　

 か つどう      す す 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か つ  どう 　 　 　 　 　

      こ                 さ ん  か 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  かん が

　 　 　       へ い   わ 　 　 　 　  た が 　 　 　 　  たす 　 　 　 あ  　 　 しゃ  か い

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　      ち い 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お も

　 　 　 　      こころ 　 　 み 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 た い せ つ

     お も

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  だ い  い ち  じ    せ   か いた い  せ ん

　 　 　 　 　 　 　 う 　 　 　 　 　 　 　 こっきょう 　 　 　 　 　 　 　 　 こ

　 　 　 　 　 　  か つ  どう 　 　 　 へ い   わ 　 　  ね が 　 　  せ きじゅうじ

こころ 　  む す 　 　 　 　 　 　 　 　 　  か っ  こく  せ きじゅうじ  しゃ 　 　  な か

　 　 せ いしょうね んせ きじゅうじ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ね ん 　 た いしょう 　 　 ね ん

　 　   にっ ぽ ん 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　お な 　 　 とし 　 　 せ いしょうね んせ き

じゅうじ 　 　 　  し 　 が 　 けん 　 　  もり  や ましょうが っこう

  　 　 　 　 う

　 　 　 　 　 　 　 こ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 かん が 　 　 　  こう  どう

おと   な 　 　 ひと 　

おと   な

　 　 　 　 　 　 こころ 　 　  い 　 　 　 　 　 ゆ う  き

　 　 　 　 　 　 せ ん  そ う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひと

　 　 　  いえ 　 　 　や 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  が っ  こう

　 　 　 　 　 　 　 ころ

　 　 　 　 　 　 　  い   る い 　 　 　 た 　 　 　 も の 　 　 　 　 　 　 　 　  こま

　 　 　 　 　 　  ひと 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 が っ   こう

　 　 　 　  い

　 　ひと

　 　 　  じ 　 ぶ ん

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  かん が

　 　 が っ  こう 　 　 せ ん せ い 　 　  そ う だ ん 　 　 　 　 　 が っ  こう 　 　 　か

　 　 　 　  さく  ぶ ん 　 　 　 え 　 　 がく  よう  ひん 　 　  あつ

　 　 　  ほ う た い 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  か

　 　 か ね 　 　  あつ

せ きじゅう  じ  しゃ 　 　 　 も

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  せ き じゅう   じ  しゃ

　 　 　 　 　 　 　 せ ん  そ う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  こま

　 　 　 　 ひと 　 　 　 　 　 　  とど 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よろこ
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・ 困っている人にいち早く気づいて、自分
　からすすんで行うものです。
・ 何かをもらえることを期待して行うもの
　ではありません。
・ 相手のためでもあり、自分を生かし、高
　めるものでもあります。

　この言葉は、自由な意志という意味のラ
テン語がもとになっています。自分の自由
な意志で人のために活動することをボラン
タリー・サービスと言い、その活動をする人
をボランティアと呼んでいます。
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・ 困っている人にいち早く気づいて、自分
　からすすんで行うものです。
・ 何かをもらえることを期待して行うもの
　ではありません。
・ 相手のためでもあり、自分を生かし、高
　めるものでもあります。

　この言葉は、自由な意志という意味のラ
テン語がもとになっています。自分の自由
な意志で人のために活動することをボラン
タリー・サービスと言い、その活動をする人
をボランティアと呼んでいます。

                           こと　　ば　　　　　　　じ　 ゆう              い　　し　　　　　　　　　　　い　　み

　　　           ご                                                                                                       じ　ぶん　　　　　じ　　ゆう

           い　　し　　　　  ひと                                       かつ　どう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        い　　　　　　　　　　　　  かつ   どう                              ひと　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 よ　　



青少年赤十字活動

　どんなことに気がつきましたか？どこで、だれが、
どんな助けを必要としていますか？
　それでは、あなたは今、何ができますか？

　どんな準備が必要か、自分だけでできるかどう
かなどよく考えて計画を立てます。自分だけではで
きないときは、友だちに呼びかけて協力してもらう
ようにします。

　左のようなカードやノートを使うと計画を立てる
のに便利です。いつでも気づいたときに書きこみ
ながら自分の考えをまとめましょう。
　計画ができたら、先生に相談しましょう。

　活動がおわったら忘れずに記録を残しましょう。
よかったことやうまくいかなかったこと、そしてその
時に感じたことを記録することが大切です。
　それが、次の活動へつながっていくのです。

まず、自分のまわりを注意深く
見まわしてみましょう。

計画をたてましょう。

計画にそって実行しましょう。

気づき、考え、実 行する。そして、…

そして....

2.青少年赤十字活動
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わたしにできること
　全国の青少年赤十字メンバーは、人に喜ばれる活動を、それぞれやり方に工
夫をこらして実行しています。
　あなたはどのような活動をしているのでしょう。
　次のなかにあなたがしてみたい活動があれば、学校の先生や仲間と相談して、
始めてみませんか？
　このほかにも、あなたの思いやりの心とアイデアで、どんどん新しい活動を作
りだしていきましょう。

　青少年赤十字実践目標のひとつに「健康・安全」がありますが、あなたは、自
分の健康と安全に注意しながら生活していますか？また、自分だけでなく、け
がをしたり、急病になってこまっている人を見たらどうしますか？そんな時のた
めに、「青少年赤十字健康安全プログラム」を学び、自分たちにもできる正しい
手当の方法を身につけましょう。
　ここで、少しだけ紹介します。

　このほかにも、健康と安全に関する役に立つ知識や技術がたくさん学べま
す。また、「青少年赤十字健康安全プログラム」を勉強すると、そのしるしとし
てバッジや修了証をもらえます。興味をもったら、先生に相談してみましょう。

　学校内のきけんな場所を調べて、
みんなに知らせたり、修理したりす
る。

生命と健康を大切にする〈健康・安全〉
校内安全パトロール

　手洗いやうがい・歯みがきをした
り、それらを呼びかける運動（ポス
ターや放送など）をしたりする。

健康キャンペーン

2.青少年赤十字活動

・ すききらいなく食べる。
・ 食べ物と健康の関係を調べ、新聞を作る。
・ 「すききらいをなくそう」のポスターを作る。

給食キャンペーン

青少年赤十字健康安全プログラム

ねんざ きりきず

突き指 鼻血

もんだり、さすったりしない ！

1.よく冷やす
2.動かさない

3.手当を受ける

1.先生や大人に
　知らせる

2.動かさない
3.よく冷やす

4.病院へ行く 1.よごれを
　洗い流す

2.きれいな
ガーゼやハンカチ
をあてておさえる

3.手当を受ける

1.鼻をつまむ 2.あごを引き
口で息をする

3.鼻からおでこ
にかけて冷やす

指を引っぱらない！

きず口を汚れた手でさわらない！

首の後ろをたたかない！すききらいを
なくそう

病院
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2.青少年赤十字活動

　病気で入院したり、欠席したりし
ている人に、お見舞いカードや手紙
を送る。

人間として社会のため、人のために尽くす責任を
自覚し、実行する〈奉仕〉

お見舞い

　車いすを押したり、荷物を持った
りする。
　手話や点字を習って役に立てる。

障がいのある人の手伝い

　校内や通学路、公園などのそうじ
をしたり、美化ポスター、新聞を
作ったりする。

クリーンキャンペーン

　草花を育て、校内を美しくする。
公共施設などに届け飾ってもらう。

花いっぱいキャンペーン

　空き缶集めは、資源の再利用、環境
美化にも役立つ。売ってお金にかえる
こともできる。ベルマークなどの収集も
できる。

空き缶集めなどの収集活動

　ひとりぐらしのお年よりに、手紙
を出したり、お話しに行ったりする。
登下校のとき、毎日声をかける。
　バスや電車の中で席をゆずる。

お年よりの方に

　災害にあった人たちに送る。
　ふだんから青少年赤十字の活動
のために、無理なくお金をためて準
備をする。
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2.青少年赤十字活動
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2.青少年赤十字活動

広く世界の青少年を知り、なかよく助け合う
精神を養う〈国際理解・親善〉

　日本の自然や歴史、生活の様子、学
校の紹介、自分たちのメッセージなど
をもりこんだアルバムを作って送る。

アルバム交換

世界の人たちと仲よくなろう 　日本の切手などを台紙にはり、
簡単なあいさつをつける。

スタンプカード

そのほかにもいろいろあります。

　３つ折にした厚紙を使ってアル
バムと同じように作る。

★どれにも学校名、所在地、学年、名前
　を忘れずにローマ字で入れよう。

　 外国のメンバーが日本に来たとき、交流する。
　 外国で災害がおきたときに、募金などをする。
　 外国のことを調べて新聞にまとめ、みんなに知らせる。

トピックアルバム

　音楽やメッセージを入れよう。
CD

　アルバムと同じように、ビデオを
とって送る。

ビデオレター

　先生と相談しながら、英語で作文
し、インターネットを使って送る。

メール交換

リボンや、とじひもで。
金属はやめよう。

表紙は厚紙で
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　アンリー・デュナンは、1828年５月８日、スイスの
ジュネーブで生まれました。

　デュナンは、子どものころ両親に連れられて、貧し
い人に食べ物を届けたり、病人のお見舞いに行った
りして、多くの人がいろいろな形で助けを求めてい
ることを学びながら育ちました。

アンリー・デュナンを知っていますか？

アンリー・デュナン誕生

　デュナンは、仕事で北イタリアを旅行中に、たいへ
ん悲惨な戦争に出会いました。これは、1859年６
月、イタリアの統一をめぐってオーストリア軍とフラ
ンス・サルディニア連合軍との間でおこった「ソル
フェリーノの戦い」といわれるものです。
　じつに15時間も戦いが続き、40,000人をこえる
兵士が死んだり、傷つき倒れたのです。
　この戦場に行きあわせたデュナンは、「みんな同
じ人間どうし」という合い言葉のもとに、ありったけの

アンリー・デュナンは
「ソルフェリーノの戦い」に出会った

３.赤十字
3.赤十字

　みなさんは、アンリー・デュナンを知っていますか？
　赤十字は、このアンリー・デュナンの訴えによっ
てつくられたのです。
　だから、アンリー・デュナンは「赤十字の父」とよ
ばれ、第１回ノーベル平和賞を受賞しました。

それでは、アンリー・デュナンと赤十字の歴史を
たどってみましょう。

アンリー・デュナンの誕生日５月８日には、世界赤十字デーとして、世界中
でいろいろなもよおしが行なわれています。ですから、５月８日ごろに

「青少年赤十字登録式」をしたり、毎月８のつく日を中心に赤十字週間を
実施している学校もあります。

世界赤十字デー
一口メモ

気力をふりしぼって、町の人々といっしょに、敵・味方
の区別なく傷ついた兵士を助けました。
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　赤十字のマークは、1863年10月、ジュネーブに
16か国36人の代表が集まり、赤十字の基礎を作っ
た最初の国際会議で決まったものです。
　赤十字のマークは、もともと戦場で救護活動を行
う人を保護するためのしるしですから、平和なとき
は、赤十字社が活動を行うとき以外むやみにつかう
ことはできません。

　「白地に赤十字」のマークは、スイス国旗の色を逆
にして生まれたもので、宗教には全く関係ありませ
ん。しかし、一部のイスラム教の国では、十字がキリ
スト教の十字架を連想させるという理由で「白地に
赤新月」を使っていますが、赤十字と全く同じ役割の
マークとして認められています。

　2005年12月に赤十字の国際会議で、宗教や政
治からくる理由で上の２つのマークを使えない国の
ために、新しく「白地に赤いひし形」のマークを追加
しました。

やく  わり

赤十字マーク

赤新月マーク

レッドクリスタル
（日本語訳検討中）
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ジュネーブ諸条約 国際赤十字のしくみと活動

　救護のために働く人や施設を攻撃しないという各国の約束を決めたのがジュ
ネーブ諸条約です。この条約は、1864年に作られました。
　戦争の規模が大きくなるにしたがい、ジュネーブ諸条約で保護される人の対
象も増え、今のジュネーブ諸条約は、次の4つの条約と3つの追加議定書でなり
たっています。

　いま、世界に192の赤十字社・赤新月社があります。赤十字国際委員会、国際
赤十字・赤新月社連盟、各国赤十字社・赤新月社の3つを合わせて国際赤十字と
いいます。

スイス人のみで構成され、ジュネーブ条約が守られ
ているかどうかを調べます。
新しい赤十字社の設立を認めます。

平和なときの赤十字活動の中心機関として作られ、
ジュネーブにあります。

世界に192の赤十字社・赤新月社があり、さまざま
な活動をしています。

４年に１度開かれる赤十字の一番大きな会議で、各
国赤十字社・赤新月社、赤十字国際委員会、国際赤
十字・赤新月社連盟の代表のほかに、ジュネーブ条
約に加入している国の政府の代表も参加して話し
合いを行います。

陸の上で戦って傷ついた兵士を助けます。

海の上で戦って傷ついた兵士を助けます。

敵につかまった兵士を守ります。

戦いに直接参加しない一般の人たちを守ります。

国と国の戦いによって被害を受けた人たちを守ります。

国の中でおこった戦い（内戦）によって被害を受け
た人たちを守ります。

新しいマーク（標章）について書かれています。

１.陸戦の条約

２.海戦の条約

３.捕虜の条約

４.文民の条約

５.第1追加議定書

６.第2追加議定書

７.第3追加議定書

１.赤十字国際委員会

２.国際赤十字・
　 赤新月社連盟

３.各国赤十字社・
　 赤新月社

４.赤十字・
　 赤新月国際会議

3.赤十字
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たたか              ちょくせつ さん    か                         いっ ぱん         ひと                       まも

くに        くに      たたか                                   ひ   がい         う                 ひと                      まも

くに          なか                                      たたか            ない  せん                                     ひ    がい           う

        ひと                        まも

あたら                                      ひょうしょう                                  か
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日本赤十字社のおこり

佐野常民と日本赤十字社

　日本赤十字社は、佐野常民らの努力によって作ら
れました。
　佐野常民は、1822年、今の佐賀県に生まれ、医学
の勉強をしたあと、元老院議官となった人です。
　佐野常民は、以前ヨーロッパを旅行したときに、
戦いで傷つき倒れた兵士を敵・味方の区別なく救護
する赤十字という団体があることを知り、その考え
方にとても関心をもっていました。

　1877年（明治10年）に起こった西南戦争のとき
には、たくさんの兵士が傷つき、手当を受けることな
く倒れたままになっていました。
　このとき、佐野常民は同じ元老院議官だった大給
恒と相談して、日本にも赤十字のような団体として

「博愛社」を作ろうとしましたが、政府からことわら
れてしまいました。
　明治政府は、博愛社が政府の兵士だけではなく、
政府に反対している兵士まで助けて手当をしようと
考えていることが理解できなかったのです。

西南戦争で、
「博愛社」が
作られた

3.赤十字

 にっ　　　 ぽん           せき          じゅう           じ            しゃ
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3.赤十字

日本赤十字社の活動　そこで、佐野常民は、熊本に行き、政府軍の指揮
をしていた有栖川宮熾仁親王に直接、博愛社を作っ
て救護することを願いでました。傷ついた兵士が倒
れたまま苦しんでいることを知っていた有栖川宮熾
仁親王は、この願いを許し、博愛社はすぐに救護活
動を始めることができました。
　多くの生命を救ったこの活動は、当時の人々を大
変おどろかせたといわれています。
　西南戦争が終わっても、博愛社はいざというとき
に備えるために活動を続けることになりました。

　1886年（明治19年）に、日本は、ジュネーブ条約
に加入しました。そこで、翌年の1887年（明治20
年）、博愛社は、名前を「日本赤十字社」とかえ、国際
赤十字の仲間入りをしました。

日本も国際赤十字の
仲間入りをした

                                      さ     の   つね  たみ              くま  もと           い               せい     ふ   ぐん            し     き

                                     あり    す   がわのみや たる  ひと  しん  のう        ちょく せつ     はく  あい  しゃ        つく

　      きゅう  ご                                      ねが                                           きず                        へい   し            たお

                               くる                                                              し                              あり     す  がわのみや  たる

 ひと  しん  のう                             ねが                 ゆる             はく  あい  しゃ                               きゅう ご    かつ

 どう         はじ

         おお                せい  めい         すく                              かつ  どう              とう    じ          ひと  びと         たい

  へん

          せい  なん  せん  そう           お                                     はく あい  しゃ

         そな                                      かつ  どう        つづ                            

　にっ    ぽん            こく    さい    せき   じゅう   じ

   なか      ま       い

                              ねん      めい   じ             ねん                   にっ  ぽん                                                じょうやく

           か  にゅう                                                             よく  ねん                               ねん      めい    じ

 ねん         はく  あい  しゃ                な  まえ             にっ ぽん  せきじゅう  じ    しゃ                                こく  さい

 せき  じゅう じ         なか    ま    い

にっ　　ぽん       せき      じゅう       じ        しゃ                     かつ       どう

　赤十字は、世界中に組織されているのが特色で
す。この特色を生かして、外国の災害などに対し、国
際的に助け合う活動をしています。

４.国際活動
  こく    さい    かつ  どう

         せき じゅう  じ                 せ   かい  じゅう        そ    しき                                                        とく しょく

                           とく  しょく        い                             がい  こく         さい  がい                       たい             こく

 さい  てき        たす           あ          かつ  どう

　いつ、どこで発生するかわからない災害。地震や
台風などの被害で困っている人々を助けるために、
義援金を受け付けたり、医師や看護師などからなる
救護班をすぐに派遣したりします。

１.災害救護
さい   がい  きゅう   ご     

                                                  はっ   せい                                                              さい  がい        じ   しん

 たい ふう                          ひ    がい        こま                               ひと  びと        たす

  ぎ   えん  きん           う            つ                               い     し           かん   ご     し                          

きゅう  ご  はん                                は   けん

　心肺蘇生やAEDの使い方など救急法を広めてい
ます。また、住み慣れた地域での支え合える仕組み
づくりをしています。

２.社会活動
 しゃ　 かい　 かつ　どう

          しん  ぱい　そ    せい                               　つか　　　かた　　　　　きゅうきゅうほう　　　ひろ

　　　　　　　　　　　　　     す           な       　　　　 ち　 いき　　　　　 ささ           あ　　　　　　 し　 く

                        

　困ったり苦しんだりしている人を見たら何とかし
てあげたいと思う思いやりの気持ちを、子どもの時
から大切にしていきます。

3.青少年赤十字
せい  しょう   ねん   せき   じゅう   じ　　 

          こま                       くる                                                            ひと          み                   なん

                                                おも        おも                                 き     も                        こ                         とき

                たい  せつ                      

赤十字の事業は、その人道的な使命に賛同し全国各地で活動する多くのボランティアによって
支えられています。

せきじゅうじ   　　 じ ぎょう　　　　　　  じん どうてき　　　し  めい　   さん どう　  ぜん こく かく ち　　　かつどう　　　　 おお

ささ
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義援金を受け付けたり、医師や看護師などからなる
救護班をすぐに派遣したりします。
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せきじゅうじ   　　 じ ぎょう　　　　　　  じん どうてき　　　し  めい　   さん どう　  ぜん こく かく ち　　　かつどう　　　　 おお

ささ



　今まで紹介してきた赤十字の活動を行うためには、お金が必要です。
　活動するために必要なお金は、赤十字を理解する人たちが納める会費
が使われます。
　この会費を納めたすべての人たちを会員といい、全国でたくさんの会員が
赤十字の活動や運営に参加し、赤十字を支えています。

日本赤十字社の活動を支えている
たくさんの会員

　お年よりや小さな子どもたち、障がいのある人た
ちのための社会福祉施設を作り活動を行っていま
す。

５.社会福祉事業
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　看護師の養成は、日本赤十字社が120年以上前か
ら行っている事業です。21の養成施設を設置し、看
護師、助産師、保健師、介護福祉士を育成しています。

７.看護師等の養成
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　全国に91ある赤十字病院は、公的な医療機関と
して多様化する地域医療のニーズに応えているほ
か、がん診療などの高度医療、救急医療、へき地医
療、訪問看護サービスなどを展開しています。
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けつ    えき      じ    ぎょう

　たくさんの人々が、病気やけがで多くの血液を必
要としています。その人たちのために、献血をよびか
けています。

                                            ひと  びと            びょう  き                                  おお              けつ  えき          ひつ

よう                                                               ひと                                                  けん  けつ

８.血液事業
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世界の赤十字社・赤新月社
4.資料

国名 承認年 マーク 国名 承認年 マーク
1984

1984

1984

1985

1985

1986

1986

1986

1986

1986

1986

1986

1987

1988

1988

1989

1989

1991

1992

1992

1992

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1993

1994

1994

1995

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

ベリーズ

サモア

バルバドス

カーボベルデ

サントメ・プリンシペ

ギニアビサウ

アラブ首長国連邦

セントルシア

ギニア

アンゴラ

スリナム

ジブチ

グレナダ

チャド

モザンビーク

ドミニカ国

セントビンセント及びグレナディーン諸島

ソロモン諸島

セイシェル

セントクリストファー・ネイビス

アンティグア・バーブーダ

ナミビア

スロバキア

チェコ

スロベニア

クロアチア

ウクライナ

バヌアツ

マルタ

アンドラ

赤道ギニア

トルクメニスタン

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

ウズベキスタン

アルメニア

アゼルバイジャン

ベラルーシ

マケドニア旧ユーゴスラビア

北マケドニア

キルギスタン

キルギス共和国

パラオ

タジキスタン

ジョージア

ガボン

ボスニア・ヘルツェゴビナ

モルドバ

クック諸島

カザフスタン

ミクロネシア

コモロ連合

東ティモール

パレスチナ

イスラエル

セルビア

モンテネグロ

モルディブ

キプロス

南スーダン

ツバル

マーシャル諸島

ブータン

1995

1995

1995

1995

1995

1996

1997

1997

1997

1997

1997

1999

2001

2001

2002

2003

2003

2005

2005

2006

2006

2006

2006

2011

2012

2013

2015

2017

2019

ベナン

マダガスカル

ネパール

ジャマイカ

ウガンダ

ニジェール

ケニア

ザンビア

マ　リ

クウェート

ガイアナ

ソマリア

ボツワナ

マラウィ

レソト

バーレーン

モーリタニア

シンガポール

バングラデシュ

フィジー

中央アフリカ

ガンビア

コンゴ共和国

バハマ

パプアニューギニア

モーリシャス

エスワティニ

トンガ

カタール

イエメン

ルワンダ

ジンバブエ

1963

1963

1964

1964

1965

1965

1966

1966

1967

1968

1968

1969

1970 

1970 

1971

1972

1973

1973

1973

1973

1973

1974

1976

1976

1977

1977

1979

1981

1981

1982

1982

1983

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

97

98

99

1948

1948

1950

1950

1952

1952

1954

1955

1956

1957

1957

1957

1957

1958

1958

1959

1959

1959

1960

1961

1961

1962

1962

1963

1963

1963

1963

1963

1963

1963

1963

1963

1963

パキスタン

ヨルダン

インドネシア

サンマリノ

スリランカ

ドイツ

アフガニスタン

大韓民国

朝鮮民主主義人民共和国

ラオス

チュニジア

スーダン

ベトナム

モロッコ

リビア

ガーナ

リベリア

モンゴル

カンボジア

ナイジェリア

トーゴ

シェラレオネ

ブルキナファソ

コンゴ民主共和国

マレーシア

アルジェリア

カメルーン

コートジボアール

サウジアラビア

セネガル

タンザニア

トリニダード・トバコ

ブルンジ

1921

1922

1922

1922

1922

1923 

1923

1923

1923

1923 

1923 

1924 

1924

1924

1925 

1925

1927

1927

1927

1929

1932

1934 

1934 

1935 

1935

1938 

1939

1939

1945

1946

1947

1947

1948

ロシア

コスタリカ

コロンビア

パラグアイ

エストニア

ボリビア

ラトビア

エクアドル

アルバニア

グアテマラ

リトアニア

エジプト

パナマ

イラン

アイスランド

エルサルバドル

カナダ

ドミニカ共和国

オーストラリア

インド

ニュージーランド

イラク

ニカラグア

ハイチ

エチオピア

ホンジュラス

ミャンマー

アイルランド

リヒテンシュタイン

シリア

レバノン

フィリピン

モナコ

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

1864 

1864 

1865 

1865 

1866 

1867 

1868

1868 

1870 

1876 

1876 

1877 

1880 

1882 

1882 

1882 

1885 

1887 

1887 

1893 

1896 

1900 

1900 

1907 

1909 

1909 

1912 

1912 

1912 

1914

1919

1920

1920

ベルギー

イタリア

スウェーデン

ノルウェー

スイス

オーストリア

トルコ

オランダ

英　国

デンマーク

ルーマニア

ギリシャ

ペルー

アルゼンチン

ハンガリー

アメリカ

ブルガリア

ポルトガル

日　本

スペイン

ベネズエラ

ウルグアイ

南アフリカ

フランス

チ　リ

キューバ

メキシコ

中　国

ブラジル

ルクセンブルグ

ポーランド

フィンランド

タ　イ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33 　 は赤十字社、　 は赤新月社、　 はレッドクリスタル（日本語訳検討中）の採用社、数字は赤十字国際委員会承認年。
本表は参考のために掲載したもので国家の法的地位について何らかの立場を示すものではありません。

国名 承認年 マークNo No No 国名 承認年 マーク 国名 承認年 マーク 国名 承認年 マークNo No No

　せ            かい                            せき         じゅう           じ            しゃ                     せき           しん          げつ           しゃ
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1962

1962

1963

1963

1963

1963

1963

1963

1963

1963

1963

1963

パキスタン

ヨルダン

インドネシア

サンマリノ

スリランカ

ドイツ

アフガニスタン

大韓民国

朝鮮民主主義人民共和国

ラオス

チュニジア

スーダン

ベトナム

モロッコ

リビア

ガーナ

リベリア

モンゴル

カンボジア

ナイジェリア

トーゴ

シェラレオネ

ブルキナファソ

コンゴ民主共和国

マレーシア

アルジェリア

カメルーン

コートジボアール

サウジアラビア

セネガル

タンザニア

トリニダード・トバコ

ブルンジ

1921

1922

1922

1922

1922

1923 

1923

1923

1923

1923 

1923 

1924 

1924

1924

1925 

1925

1927

1927

1927

1929

1932

1934 

1934 

1935 

1935

1938 

1939

1939

1945

1946

1947

1947

1948

ロシア

コスタリカ

コロンビア

パラグアイ

エストニア

ボリビア

ラトビア

エクアドル

アルバニア

グアテマラ

リトアニア

エジプト

パナマ

イラン

アイスランド

エルサルバドル

カナダ

ドミニカ共和国

オーストラリア

インド

ニュージーランド

イラク

ニカラグア

ハイチ

エチオピア

ホンジュラス

ミャンマー

アイルランド

リヒテンシュタイン

シリア

レバノン

フィリピン

モナコ

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

1864 

1864 

1865 

1865 

1866 

1867 

1868

1868 

1870 

1876 

1876 

1877 

1880 

1882 

1882 

1882 

1885 

1887 

1887 

1893 

1896 

1900 

1900 

1907 

1909 

1909 

1912 

1912 

1912 

1914

1919

1920

1920

ベルギー

イタリア

スウェーデン

ノルウェー

スイス

オーストリア

トルコ

オランダ

英　国

デンマーク

ルーマニア

ギリシャ

ペルー

アルゼンチン

ハンガリー

アメリカ

ブルガリア

ポルトガル

日　本

スペイン

ベネズエラ

ウルグアイ

南アフリカ

フランス

チ　リ

キューバ

メキシコ

中　国

ブラジル

ルクセンブルグ

ポーランド

フィンランド

タ　イ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33 　 は赤十字社、　 は赤新月社、　 はレッドクリスタル（日本語訳検討中）の採用社、数字は赤十字国際委員会承認年。
本表は参考のために掲載したもので国家の法的地位について何らかの立場を示すものではありません。

国名 承認年 マークNo No No 国名 承認年 マーク 国名 承認年 マーク 国名 承認年 マークNo No No

　せ            かい                            せき         じゅう           じ            しゃ                     せき           しん          げつ           しゃ







          め            ふ      じ   ゆう         ひと                                               てん  じ

みみ         くち           ふ     じ   ゆう         ひと　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ   わ

 しゅ    わ                 て                                                       うご                ひょうじょう

                           い     み           ひょうげん                              しゅ   わ            まな

             みみ        くち           ふ     じ   ゆう         ひと                                      ふか         こう りゅう         も                

      おお       え

　目の不自由な人たちのために点字があるように、
耳と口の不自由な人たちのために手話があります。
手話は、手のデリケートな動きと表情によってさま
ざまな意味を表現します。手話を学ぶことによっ
て、耳と口の不自由な人たちとより深い交流を持つ
ことができるようになり、多くのことを得ることが
できます。



          め            ふ      じ   ゆう         ひと                                               てん  じ

みみ         くち           ふ     じ   ゆう         ひと　　　　　　　　　　　　　　　　しゅ   わ

 しゅ    わ                 て                                                       うご                ひょうじょう

                           い     み           ひょうげん                              しゅ   わ            まな

             みみ        くち           ふ     じ   ゆう         ひと                                      ふか         こう りゅう         も                

      おお       え

　目の不自由な人たちのために点字があるように、
耳と口の不自由な人たちのために手話があります。
手話は、手のデリケートな動きと表情によってさま
ざまな意味を表現します。手話を学ぶことによっ
て、耳と口の不自由な人たちとより深い交流を持つ
ことができるようになり、多くのことを得ることが
できます。



　点字や手話を覚えたり、車いすの扱い方になれることは確かに大変なことで
す。しかし、みなさんにも、障がいのある人たちに対して、すぐにできることがた
くさんあります。例えば、駅のホームにある点字ブロックや切符売り場にある点
字の案内に、むやみにいたずらしないことや、電車やバスの中で、席を譲ったり
することなどです。ただし、どんな時でも、相手の立場に立って考えてから行動
して下さい。

4.資料

すぐにできること

併設する両校が「ともに学び ともに生きる」を共通の意識とした日常の
交流教育実践校（横浜市立中村小学校・横浜市立中村特別支援学校）

        てん   じ           しゅ   わ          おぼ                            くるま                     あつか       かた                                                      たし                 たい  へん

　                                                                                   しょう                        　　　　  ひと                        たい            

                                                        たと                    えき                                                      てん  じ                                        きっ   ぷ      う            ば                         てん

 じ            あん ない                                                                                                                           でん  しゃ                               なか              せき         ゆず

                                                                                                                   とき                      あい   て           たち    ば           た                かんが                             こう どう

              くだ

へい せつ　　　　 りょうこう　　  　　　　　　　  まな　　　　　　　　　　 い　　　　　　　　きょうつう　　　い　しき　　　　　　 にちじょう　  

こうりゅうきょういくじっ せん こう　 よこ  はま し   りつ なかむらしょうがっこう　 よこ  はま し   りつ なか むら  とく べつ  し   えん がっ こう
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